
正
五
位
下
大
學
博
士
守
部
�
大
隅
　
一
首
【
年
七
十
三
】

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
侍
レ

宴　
　
シ

　
　
ヲ

�
　
衿
　
愛
二
　

韶
　
景
一

　
　
フ

　
　
ヲ

山
　
水
　
�
二
　

芳
　
春
一

セ
ウ

　
　
ヲ

　
　
ヲ

　
　
シ

椒
　
�
　
帶
レ
　

風
　
散

　
　
テ

　
　
ヲ

柏
　
葉
　
含
レ
　

月
　
新

キ
エ

　
　
ニ

�
　
�
　
銷
二
　

�
　
嶺
一

ト
ク

　
　
ニ

�
　
鏡
　
�
二
　

氷
　
津
一

　
　
　
シ
テ

　
　
ノ

　
　
ニ

幸
　
陪
二
　

濫
　
吹
　
席
一

　
　
テ

　
　
フ

�
　
笑
　
�
　
壤
　
民

  

、
、

　
　
ク
ツ
ク
ル

　
椒
�
は
和
名
「
イ
タ
ハ
ジ
カ
ミ
」
な
り
。『
晉
書
』
列
女
傳
に
、
劉
臻
妻
陳
氏
。
聴
辨
能
　

屬

　
　
ヲ

　
　
テ

　
　
ス

△

△

  

、
、

レ

�
。
嘗
正
旦
獻
二

椒
�
頌
一。
新
年
の
�
詞
な
り
、
柏
葉
も
�
事
に
用
ふ
、
柏
葉
酒
は
新
年
に
飮

  

、
、

  

、
、

  

、
、
、

む
酒
、
屠
蘇
と
同
じ
。
�
�
は
�
、
�
鏡
は
氷
。
氷
は
凍
を
解
き
、
�
は
色
銷
ゆ
。
濫
吹
席
、
笙

  

、
、
、

歌
管
弦
の
席
。
此
の
如
き
席
に
坐
し
て
見
れ
ば
、
懽
樂
極
る
。
上
古
�
壤
民
の
樂
は
笑
ふ
べ
し

と
な
り
。
此
の
詩
新
年
の
氣
分
を
見
れ
ば
充
分
な
り
。
巧
拙
何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
。



正
五
位
下
圖
書
頭
吉
田
�
宜
　
二
首
【
年
七
十
】

　
　
テ

　
　
ニ
　
　
ス

　
ノ　
　
ヲ

五
言
秋
日
於
二

長
王
宅
一

宴
二

新
羅
客
一

賦
得
秋
字

コ
コ
ニ　
　
　
ル
ノ

西
　
使
　
言
　
歸
　
日

　
　
ノ

南
　
登
　
餞
　
�
　
秋

　
　
ハ

　
　
ヒ

　
　
ノ
　
　
　
キ
ニ

人
　
隨
二
　

蜀
　
星
　
�
一

　
　
ハ

　
　
ブ

　
　
ノ
　
　
　
ル
ヲ

驂
　
帶
二
　

斷
　
雲
　
�
一

　
　
　
ニ
ス

　
　
ヲ

一
　
去
　
殊
二
　

�
　
國
一

　
　
ス

　
　
ヲ

萬
　
里
　
�
二
　

風
　
牛
一

　
　
タ

　
　
サ

　
　
ノ

未
レ
　

盡
二
　

新
　
知
　
趣
一

　
　
ス

　
　
ノ

　
　
ヲ

�
　
作
二
　

飛
　
乖
　
愁
一

　
秋
日
は
登
高
以
て
�
を
�
し
、
�
客
を
�
る
の
秋
。
南
山
に
登
り
、
以
て
西
使
の
歸
を
�
る

  

、
、

  

、
、
、

  

、

意
味
。
南
登
の
義
知
り
易
し
。
蜀
星
�
、
意
義
未
詳
。
驂
は
歸
驂
、
飄
飄
去
る
の
寂
寥
味
を
言

  

、
、
ふ
う
ば
　
ぎ
う

ふ
。
風
牛
。
風
馬
牛
、
相
及
ば
ざ
る
意
。
今
日
會
ひ
今
日
別
る
、
十
分
に
趣
を
盡
さ
ず
。
忽
ち

  

、
、

に
飛
乖
の
新
愁
を
作
す
。

　
　
フ
　
　
ニ

　
　
ニ

五
言
從
二

駕
吉
野
宮
一

�
　
居
　
深
　
亦
　
靜

　
　
　
ナ
リ

�
　
地
　
寂
　
復
　
幽

　
　
ハ

　
　
ク

雲
　
卷
　
三
　
舟
　
谷

　
　
ハ

　
　
ク

霞
　
開
　
八
　
石
　
洲

　
　
リ

　
　
ヲ

葉
　
�
　
初
　
�
レ
　

夏

　
　
　
シ
テ
　
　
ク

　
　
フ

　
　
ヲ

桂
　
白
　
早
　
�
レ
　

秋

今
　
日
　
夢
　
淵
　
淵

�
　
�
　
千
　
年
　
流



  
、

  

、

  

、

  

、

　
深
と
靜
と
寂
と
幽
、
吉
野
宮
を
愛
し
て
、
行
幸
�
ば
し
玉
ふ
�
以
な
り
。
三
舟
谷
、
八
石
洲
、

  

、
、
、

　
　
フ

吉
野
の
一
名
�
な
ら
ん
む
、
今
日
此
の
地
名
無
し
。
夢
淵
淵
は
古
溪
案
ず
、
夢
の
和
太
。
俗
呼

ワ
ダ
ト

二

�
囘
一

是
れ
な
ら
ん
。



外
從
五
位
下
大
學
頭
�
集
宿
�
蟲
�
呂
　
二
首

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
侍
レ

讌　
　
キ

　
　
ヲ

�
　
豫
　
開
二
　

芳
　
京
一

　
　
ス

　
　
ニ

皇
　
恩
　
施
二
　

品
　
生
一

　
　
ニ

流
　
霞
　
酒
　
處
　
泛

　
　
ニ

�
　
吹
　
曲
　
中
　
輕

　
　
ヒ

紫
　
殿
　
�
　
珠
　
絡

ベ
イ

丹
　
�
　
�
　
草
　
榮

�
　
此
　
乘
　
槎
　
客

　
　
ノ

倶
　
欣
　
天
　
上
　
�

た
の
し
む

た
の
し
む

  

、
、

　
豫
は
樂
と
同
じ
。
天
皇
が
芳
亭
に
會
し
て
、
以
て
羣
臣
と
飮
燕
し
玉
ふ
を
豫
な
り
。
流
霞
、
春

  

、
、

  

、
、

  

、
、

の
氣
分
は
酒
杯
を
持
す
る
處
に
於
て
泛
ぶ
。
�
吹
は
一
曲
一
曲
に
輕
し
。
紫
殿
に
は
�
珠
絡
ひ
、

  

、
、
、
、
、

丹
�
に
は
�
草
榮
ゆ
。
�
は
堯
の
時
生
じ
た
り
と
云
ふ
奇
瑞
の
草
。
�
此
乘
槎
客
、
新
羅
の
客

が
�
謂
燕
に
侍
せ
し
な
ら
ん
。
故
ニ
乘
槎
の
�
字
あ
り
。
我
等
臣
下
等
と
共
に
天
皇
の
叡
�
を

欣
ぶ
と
な
り
。

　
　
テ

　
　
ニ
　
　
ス

五
言
於
二

左
僕
射
長
王
宅
一

宴

　
　
キ

　
　
ヲ

靈
　
臺
　
披
二
　

廣
　
宴
一

カ
　

　
　
フ

　
　
ヲ

寶
　
�
　
歡
二
　

琴
　
書
一

　
　
ハ

　
　
シ

　
　
ノ

　
　
ヲ

趙
　
發
二
　

�
　
鸞
　
舞
一

　
　
ハ
　
　
　
ラ
ス

　
　
ノ

夏
　
踊
二
　

赤
　
鱗
　
魚
一

柳
　
條
　
未
レ
　

吐
レ
　

�

　
　
ニ

�
　
蕊
　
已
　
芳
　
裾

　
　
　
ル
ル
　
　
ヲ

�
　
是
　
忘
レ
　

歸
　
地



ガ
タ
シ
　
　
ベ

芳
　
辰
　
賞
　
�
レ
　

舒

　
此
の
篇
、
新
羅
客
を
宴
す
る
も
の
と
、
別
時
の
も
の
と
す
。
長
王
は
賓
客
を
愛
し
て
、
宛
然

  

、
、

  

、
、
カ

一
箇
の
孟
嘗
君
な
る
か
。
靈
臺
は
長
王
の
作
寶
樓
を
指
す
。
寶
�
、
�
は
戲
酬
の
禮
に
用
ふ
る

  

、
、
、
、
、

  

、
、
、
、
、

  

、
、
、
、
、

  

、
、

玉
�
な
り
。
且
飮
且
彈
ず
。
趙
發
�
鸞
舞
、
夏
踊
赤
鱗
魚
、
二
句
未
考
。
柳
條
未
吐
�
、
�
蕊

  

、
、
、

已
芳
裾
、
裾
は
衣
裾
と
成
語
し
て
普
�
「
ス
ソ
」
な
り
、
華
裾
は
人
の
美
�
な
ぞ
に
用
ふ
る
が
、

  

、
、
、
、
、

今
芳
裾
を
以
て
�
蕊
に
用
ふ
俗
な
ら
ざ
る
を
覺
ゆ
。
正
に
是
れ
初
春
の
景
。
芳
辰
賞
�
舒
、
芳

か
た

辰
を
賞
す
る
に
何
の
辭
を
以
て
し
て
可
な
る
や
、
舒
べ
�
し
と
な
り
。
�
は
字
音
「
ハ
」
に
て
、

訓
は
「
カ
タ
シ
」
と
訓
む
。
不
可
の
二
字
を
合
成
し
て
以
て
一
字
と
爲
し
た
る
も
の
。



正
五
位
下
陰
陽
頭
�
皇
后
宮
亮
大
津
�
首
　
二
首
【
年
六
十
六
】

　
　
ス

　
　
ヲ

五
言
和
下

藤
原
大
政
�
二

吉
野
川
之
作
上。【
仍
用
二

�
韻
一

】

　
　
ノ

地
　
是
　
幽
　
居
　
宅

山
　
惟
　
帝
　
�
　
仁

　
　
　
ス
ノ
　
　
ヲ

潺
　
湲
　
�
レ
　

石
　
浪

　
　
　
ス
ル
　
　
ニ

雜
　
沓
　
應
レ
　

琴
　
鱗

　
　
シ

　
　
ニ

靈
　
懷
　
對
二
　

林
　
野
一

陶
　
性
　
在
二
　

風
　
煙
一

　
　
　
セ
リ
　
　
　
　
ラ
ン
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

欲
レ
　

知
二
　

懽
　
宴
　
曲
一

　
　
ラ

　
　
ル

　
　
ヲ

滿
　
酌
　
自
　
忘
レ
　

塵

　
詩
の
和
あ
る
は
久
し
。
李
陵
蘇
武
以
來
な
れ
ば
久
し
と
謂
ふ
可
し
。
此
の
篇
�
�
の
夏
身
夏

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

  

、
、

  

、

色
。
秋
津
秋
氣
の
詩
を
和
せ
し
な
り
。
蓋
し
日
本
に
和
韻
の
有
る
、
此
に
始
ま
る
、
地
是
、
山

  

、惟
、
山
水
を
智
と
仁
と
に
譬
へ
て
以
て
詩
に
表
は
さ
ん
と
す
る
は
、
此
の
時
代
一
樣
の
風
�
と

  

、
、

  

、
、
サ
ツ
タ
ウ

す
。
潺
湲
は
水
の
流
る
る
貌
、
水
の
音
を
主
と
し
て
の
語
な
り
。
雜
沓
は
雜
�
と
同
じ
。
衆
多

  

、
、
、
、
、

の
貌
。
堂
上
で
彈
ず
る
琴
聲
に
應
じ
て
、
池
中
の
魚
族
が
集
ま
る
を
言
ふ
。
靈
懷
對
林
野
、
自

  

、
、

然
に
對
す
れ
ば
、
人
は
自
か
ら
靈
懷
と
爲
る
。
塵
懷
と
は
爲
ら
ず
。
陶
性
、
陶
は
�
す
る
、
養
  

、
、

  

、

  

、
、

ふ
な
ど
の
意
義
の
字
、
吾
が
性
を
陶
冶
す
る
は
風
煙
に
在
り
。
城
塵
に
在
ら
ず
。
歡
宴
、
原
作

  

、
、

に
於
て
吉
野
川
に
歡
宴
せ
し
意
味
の
句
な
り
し
な
ら
ん
。
滿
酌
し
て
忘
る
る
�
は
、
�
日
塵
土

の
事
に
營
營
な
る
に
あ
る
な
り
。

　
案
ず
る
に
此
の
時
代
は
唐
の
玄
宗
の
開
元
に
當
る
。
�
謂
盛
唐
な
り
。
盛
唐
詩
人
と
し
て
の

王
維
は
、
賈
至
�
大
明
宮
詩
を
和
し
、
韋
主
簿
が
�
泉
寓
目
詩
を
和
し
、
玄
宗
が
雨
中
春
望
詩

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

を
和
し
、
和
詩
は
頗
る
多
し
。
而
か
も
皆
意
を
和
し
て
、
韻
を
和
せ
ず
、
韻
を
和
し
、
韻
を
次

す
る
は
中
唐
以
後
よ
り
と
す
。
元
白
皮
陸
の
四
家
の
集
中
、
�
は
是
れ
な
り
。
然
る
に
西
土
未

だ
和
韻
無
き
時
、
我
に
於
て
已
に
和
韻
あ
る
は
、
�
學
に
對
す
る
我
が
先
賢
の
發
明
、
大
に
歎



ず
べ
き
も
の
あ
り
。
但
一
先
（
煙
）
の
韻
を
以
て
十
一
眞
に
使
用
し
た
る
は
、（
�
）、
を
「
イ

ン
」
十
一
眞
に
用
ひ
、「
エ
ン
」
と
し
て
一
先
に
用
ふ
る
の
類
な
り
。
唐
律
の
正
體
に
は
決
し
て

許
さ
ざ
る
も
、
古
の
律
に
似
た
る
の
作
、
妨
げ
ざ
る
べ
し
。
蓋
し
此
の
詩

　（
一
）
●
●
○
○
●
　
　（
二
）
○
○
●
●
○
　
　（
三
）
○
○
○
●
●

　（
四
）
●
●
●
○
○
　
　（
五
）
○
○
●
○
●
　
　（
六
）
○
●
●
○
○

　（
七
）
●
○
○
●
●
　
　（
八
）
●
●
●
○
○

　
�
�
は
正
體
、
後
�
は
拗
體
。
此
の
作
法
は
唐
賢
多
多
あ
り
。
後
賢
學
ぶ
も
亦
可
。

　
　
ニ
　
　
ス

五
言
春
日
於
二

左
僕
射
長
王
宅
一

宴

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
キ

日
　
華
　
臨
レ
　

水
　
動

　
　
　
ハ
シ

　
　
ニ

風
　
景
　
麗
二
　

春
　
�
一

　
　
ニ

　
　
ミ

庭
　
�
　
已
　
含
レ
　

笑
　
　
ヲ

門
　
柳
　
未
レ
　

成
レ
　

眉

　
　
シ

　
　
ニ

琴
　
�
　
宜
二
　

此
　
處
一

　
　
リ

賓
　
客
　
有
二
　

相
　
�
一

　
　
テ�

レ
　

�
　
良
　
爲
レ
　

醉

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
レ

　
　
　
タ
ル

傳
レ
　

盞
　
莫
二
　

遲
　
遲
一

  

、
、
、
、
、

　
日
華
臨
水
動
、
昭
和
二
年
の
今
日
歌
ふ
句
な
れ
ば
、
日
本
と
民
國
と
相
互
に
水
に
臨
み
活
動

し
て
居
る
と
解
す
る
兒
童
も
あ
ら
ん
。
天
智
天
皇
の
世
、
此
の
如
き
事
無
し
。
華
は
光
と
同
じ
。

  

、

  

、
、

�
は
石
を
敷
き
た
る
庭
。
貴
人
の
家
は
昔
も
今
も
異
な
ら
ず
。
庭
�
の
十
字
正
に
初
春
の
景
色
。

  

、
、

  

、
、

琴
�
、
賓
客
、
琴
と
�
と
は
別
物
に
て
、
賓
と
客
は
一
物
な
り
。
客
を
主
と
す
れ
ば
�
に
佳
な

  

、
、

り
。
琴
と
�
は
�
に
備
は
る
、
賓
と
主
人
と
相
�
�
し
て
興
趣
を
取
る
と
な
り
。
�
�
十
分
に

優
待
せ
ら
れ
て
、
十
分
に
醉
ふ
。
此
の
詩
の
作
法
は
古
詩
と
見
る
べ
し
、
律
と
見
る
べ
か
ら
ず
。



�
正
一
位
左
大
臣
藤
原
�
臣
總
�
　
三
首
【
年
五
十
七
】

五
言
七
夕

　
　
リ

帝
　
里
　
初
　
涼
　
至

　
　
フ

　
　
ヲ

�
　
衿
　
�
二
　

早
　
秋
一

　
　
ヒ

　
　
ヲ

瓊
　
筵
　
振
二
　

雅
　
藻
一

　
　
ク

　
　
ヲ

金
　
閣
　
啓
二
　

良
　
�
一

　
　
ヒ

　
　
ニ

鳳
　
駕
　
飛
二
　

雲
　
路
一

　
　
ユ

　
　
ヲ

龍
　
車
　
越
二
　

漢
　
流
一

　
　
　
セ
ハ
　
　
　
　
ラ
ン
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

欲
レ
　

知
二
　

�
　
仙
　
會
一

　
　
ル

　
　
ニ

�
　
女
　
入
二
　

瓊
　
樓
一

　
總
�
は
一
に
�
�
に
作
る
。
�
足
の
孫
、
�
の
第
二
子
な
り
、
官
は
參
議
、
�
太
政
大
臣
。

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  
、
、

  

、
、

　
�
衿
は
天
皇
な
れ
ば
、
宮
中
の
七
夕
詩
な
り
。
瓊
筵
、
金
閣
、
鳳
駕
、
龍
車
、
美
麗
の
句
を

  

、
、

以
て
七
夕
を
塗
澤
す
。
而
し
て
牽
牛
と
織
女
と
の
問
題
に
は
微
塵
も
觸
れ
ず
。
結
句
に
�
女
は

七
夕
な
れ
ば
な
り
。
此
の
篇
唐
律
の
正
體
に
�
し
。
七
句
の
み
�
仄
失
拈
す
る
も
、
餘
は
整
正
。

　
　
テ

　
　
ニ
　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
ノ

五
言
秋
日
於
二

長
王
宅
一

宴
二

新
羅
客
一

賦
得
二

難
字
一

�
　
貢
　
梯
　
航
　
使

　
　
リ

　
　
レ

　
　
フ

　
　
ニ

從
レ
　

此
　
及
二
　

三
　
韓
一

　
　
　
コ
ト
　
　
ヲ

　
　
ク

岐
　
路
　
分
レ
　

衿
　
易

　
　
　
ツ
ツ
　
　
　
　
ム
ル
コ
ト　　
ヲ

　
　
シ

琴
　
�
　
促
レ
　

膝
　
難

山
　
中
　
猿
　
叫
　
斷

　
　
シ

葉
　
裏
　
�
　
音
　
�

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
シ

�
レ
　

別
　
無
二
　

言
　
語
一

愁
　
�
　
幾
　
萬
　
端



  
、
、
、
、
、

　
�
貢
梯
航
使
は
、
二
義
を
以
て
解
す
る
を
得
、
一
は
長
屋
王
が
事
な
り
と
解
す
。
一
は
三
韓

へ
の
使
�
と
爲
て
赴
く
人
な
り
と
解
す
。
長
王
は
官
式
部
�
、
�
ち
式
部
大
臣
な
り
。
式
部
大

臣
の
�
た
る
、
禮
儀
、
貢
擧
、
考
課
、
及
び
宮
中
の
�
儀
式
、
外
國
と
の
�
際
上
の
事
を
掌
る
。

タ
ゝ  

、
、

是
に
由
て
之
を
觀
れ
ば
、
此
の
句
長
王
を
言
ふ
と
解
す
る
が
可
な
ら
ん
と
思
ふ
な
り
。
但
從
此

の
二
字
が
�
句
に
切
な
ら
ず
と
考
ふ
る
も
、
�
て
�
章
と
同
じ
く
解
る
の
�
な
か
ら
ん
。
三
韓

は
馬
韓
、
辰
韓
、
辨
韓
な
り
と
も
、
百
濟
、
新
羅
、
高
麗
な
り
と
も
、
�
鮮
と
解
す
れ
ば
可
な

  

、
、
、
、
、  

、
、
、
、
、

り
。
岐
路
分
衿
易
、
琴
�
促
膝
難
、
難
易
の
區
別
を
敍
べ
た
の
み
な
ら
ず
、
分
衿
易
と
云
ふ
は
、

外
國
の
使
臣
に
對
し
て
、
聊
か
禮
を
失
し
た
る
語
な
り
と
思
は
る
。
分
衿
難
と
言
ふ
て
普
�
世

  
、
、

辭
を
敍
す
る
の
�
な
る
を
信
ず
。
然
り
と
雖
も
促
膝
�
謂
胸
に
城
府
を
設
け
ず
、
相
互
に
胸
襟

を
披
ひ
て
赤
裸
裸
に
�
際
す
る
こ
と
は
難
し
と
の
意
な
れ
ど
、
勢
い
分
衿
の
方
は
易
し
と
言
は

  
、
、
、

ざ
る
を
得
ず
。
作
�
も
極
め
て
推
敲
を
�
し
も
の
な
ら
ん
。
猿
叫
斷
、
斷
は
斷
�
の
斷
に
あ
ら

ず
、
叫
の
字
の
助
語
な
り
。
雲
斷
と
か
、
路
斷
と
か
、
山
斷
と
か
の
斷
は
斷
�
な
る
も
、
今
の

  
、
、

  

、
、

  

、

句
は
北
風
吹
斷
天
山
草
の
句
法
と
知
る
べ
し
。
山
中
に
は
猿
が
叫
び
、
葉
裏
に
は
�
音
が
�
し
。

　
長
王
宅
宴
新
羅
客
の
詩
總
て
十
首
、
十
人
分
韻
し
て
作
り
し
も
の
の
如
し
。
古
詩
の
句
を
截

て
、
以
て
韻
に
當
て
た
る
に
や
、
或
は
一
百
七
韻
の
中
か
ら
取
て
籤
を
作
り
、
以
て
作
り
し
も

△

△

の
な
る
や
、
此
の
時
代
韻
書
な
け
れ
ば
總
て
明
白
な
ら
ず
。
白
樂
天
の
詩
に
素
壁
聯
題
分
韻
句

の
語
あ
り
て
、
此
の
�
戲
も
中
唐
以
後
盛
ん
に
興
り
し
も
の
に
て
、
盛
唐
八
九
十
年
間
は
無
き

�
と
す
。
然
る
に
日
本
に
於
て
早
く
此
の
�
戲
を
作
す
。
�
す
以
て
我
が
先
賢
の
�
學
に
於
け

る
、
一
種
の
天
分
あ
る
こ
と
を
歎
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
一
も
漢
土
、
二
も
漢
土
と
言
う
て
、

皇
國
が
彼
以
上
に
才
�
を
具
す
る
を
知
ら
ざ
る
漢
學
�
と
稱
す
る
�
あ
り
。『
日
本
紀
』
も
讀
ま

ず
、『
大
日
本
�
』
も
讀
ま
ず
、
況
や
『
萬
葉
』、
況
や
『
古
事
記
』
を
や
。
但
詩
と
し
て
は
、
�

大
の
も
の
�
謂
鯨
魚
碧
�
、
�
刀
�
天
の
物
無
く
、
�
�
翡
�
、
綺
靡
柔
妍
の
物
多
き
は
、
�

島
の
小
國
、
其
の
想
像
が
皆
無
な
る
を
以
て
な
り
。『
懷
風
藻
』
の
一
部
、
詩
一
百
三
十
、
人
六

十
四
、
衣
冠
束
帶
、
同
一
同
樣
、
竹
林
�
園
の
中
を
往
來
し
て
、
氷
�
大
山
の
險
危
を
知
ら
ず
。

惜
む
べ
き
�
は
、
但
其
れ
此
に
在
る
の
み
。
今
分
韻
の
字
、
風
、
稀
、
�
、
煙
、
流
、
時
、
秋
、



△

△

難
、
の
八
人
は
得
字
と
あ
り
、
二
人
は
得
字
の
記
載
な
し
。
然
れ
ど
も
悉
く
�
韻
に
て
仄
韻
は

△

△

△

一
首
も
無
し
、
古
人
の
句
を
分
て
賦
し
た
る
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
明
白
な
り
。
蟲
�
呂
の
繼
北
梁

△

△

△

△

△

△

△

之
芳
韻
人
操
二

一
字
一、
今
北
梁
芳
韻
の
何
た
る
を
知
ら
ざ
る
を
以
て
、
�
定
を
下
す
能
は
ず
。
後

賢
の
是
正
を
望
む
�
あ
り
。

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
侍
レ

宴
　
一
首

　
　
ヘ

　
　
ヲ

�
　
�
　
越
二
　

千
　
�
一

　
　
ツ

キ
ン
ニ

英
　
聲
　
滿
二
　

九
　
垠
一

無
　
爲
　
自
　
無
　
事

ナ
シ

垂
　
拱
　
勿
二
　

勞
　
塵
一

斜
　
暉
　
照
　
�
　
麗

　
　
テ

和
　
風
　
�
レ
　

物
　
新

　
　
キ

　
　
ニ

�
　
樹
　
開
二
　

一
　
嶺
一

　
　
ス

　
　
ニ

絲
　
柳
　
飄
二
　

三
　
春
一

　
　
ノ

錯
　
繆
　
殷
　
湯
　
網

　
　
　
タ
リ

　
　
ノ

繽
　
紛
　
周
　
池
　
蘋

　
　
　
シ
テ
　
　
ヲ

　
　
ヒ

　
　
ニ

鼓
レ
　

�
　
�
二
　

南
　
浦
一

　
　
　
シ
テ
　
　
ヲ
　
　
　
シ
ム

　
　
ニ

肆
レ
　

筵
　
樂
二
　

東
　
濱
一

  

、
、

  

、
、

　
�
�
、
孔
子
の
�
に
は
あ
ら
ず
、
我
が
國
の
�
主
の
�
な
り
。
千
�
は
千
祀
と
同
じ
、
支
那
上

△

  

、
、

  

、
、

  

、
、

古
年
を
祀
と
曰
ふ
。
英
聲
は
我
代
代
天
皇
の
英
名
な
り
。
九
垠
は
萬
國
な
り
、
天
下
な
り
。
無
爲

  

、
、

  

、
、

は
無
爲
而
天
下
治
の
無
爲
な
り
。
無
事
は
有
事
の
反
對
、
�
ち
天
下
治
る
な
り
。
垂
拱
手
を
袖
に

ナ

  

、
、

ユ
ウ
ヒ

  

、

入
れ
、
�
て
手
を
下
し
て
勞
塵
す
る
こ
と
勿
し
。
今
宮
庭
の
樣
を
見
る
に
、
斜
暉
�
ち
夕
日
は
�

  

、

  

、

  

、
、

  

、

  

、

  

、

  

、

  

、
、

を
照
し
て
頗
る
麗
、
�
宮
庭
を
吹
く
和
風
は
、
總
て
の
物
を
�
ぎ
て
新
。
而
し
て
�
は
一
嶺
に
滿

  

、

  

、
、

  

、

  

、
、
サ
ク
ゴ

  

、  

、

ち
、
柳
は
三
春
に
飄
る
。
錯
繆
は
錯
�
と
同
じ
、「
ア
ヤ
マ
リ
タ
ガ
フ
」
な
り
、
殷
湯
は
殷
の
湯

王
。
�
詩
に
も
記
し
て
あ
る
が
、
湯
王
出
て
見
る
、
ア
ミ
を
四
�
に
張
り
、
而
し
て
之
を
�
す
る



ア
ミ

�
あ
る
を
、
曰
く
天
よ
り
降
り
、
地
よ
り
出
づ
、
四
方
よ
り
來
る
�
、
皆
吾
が
網
に
罹
れ
、
湯
が

曰
く
之
を
盡
く
せ
り
と
、
乃
ち
其
の
三
�
を
解
て
改
め
�
し
て
曰
く
、
左
せ
ん
と
欲
せ
ば
左
せ

よ
、
右
せ
ん
と
欲
せ
ば
右
せ
よ
、
命
を
用
ひ
ざ
る
�
は
吾
が
網
に
入
れ
、
�
侯
之
聞
て
曰
く
湯
の

�
至
れ
り
と
、
今
此
の
詩
、
作
�
の
意
、
湯
王
は
�
人
な
り
と
雖
も
、
我
が
無
爲
無
事
の
世
よ
り

マ
ツ
リ
コ
ト

ア
ヤ
マ
チ

  

、
、

見
れ
ば
、
有
爲
の
政
に
し
て
、
其
れ
は
錯
繆
で
あ
る
と
な
り
。
繽
紛
は
物
の
多
く
聚
り
盛
ん
な
る

  

、
、
、

貌
。
周
池
蘋
、
蘋
は
「
ウ
キ
艸
」、
水
中
に
蔓
延
し
、
�
葉
白
�
な
り
。
古
代
祭
事
に
用
ゆ
る
艸

な
り
。
繽
紛
た
る
は
美
事
な
れ
ど
も
、
我
が
無
爲
に
は
及
ば
ず
と
の
底
意
味
あ
る
な
ら
ん
。
表
�

  
、
、

  

、
、

  

、
、

  

、
、

で
は
、
其
の
意
有
る
こ
と
無
し
。
鼓
�
、
肆
筵
、
南
浦
、
東
濱
、
南
浦
に
て
は
舟
を
泛
て
樂
し

み
、
東
濱
に
て
は
酒
筵
を
肆
て
樂
し
む
。
御
宴
に
侍
し
。
優
�
た
る
�
を
言
ふ
。

　
排
律
に
似
た
る
の
古
法
、
眞
の
排
に
あ
ら
ず
。
是
も
古
詩
に
屬
す
る
な
り
。


